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               審   査   の   要   旨 
 
新規の遺伝子を探索するために、多数のイネFOXシロイヌナズナ系統作出したことは、丁寧な実験とと
もに時間や労力を伴う事例を見ない努力である。これまでに知られている作物における病害抵抗性遺伝
子群は、病原に非常に特異的であり、また往往にして細菌や菌類では、抵抗性が打破されることがある。
これらを乗り越えるために、今回のFOX Hunting法の適用があったが、期待以上の効果のある遺伝子が獲
得された。この成果は、単なる遺伝子探索の成功だけではなく、著者の独自発想により、定法を棄却し、
あえて異なる病原について抵抗性を評価した発想にある。異なる病原種への複数抵抗性評価は、新規な
検討事項である。これらを総じて異なる病原への画期的な複合抵抗性遺伝子を発見したこと及びそのア
プローチは、筆者の独創性であり、高く評価できる。さらに、発見評価されたBSR1についてイネだけで
はなく、他の作物種への利用も可能であり、作物育種での幅広い応用が期待され、生命産業科学分野と
しての成果が大きいと考えられる。 
平成３０年１月１６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
